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回れ　切分これ天当り一彼的r　人　つにとた安聖人○捕はな老々　てははと門はが○ま’人里百の も進’言広一詰人つこ②里下処現んまわ場○めはたれ一榮茎三遷薩轄8寒季繍ぎ
碧無医翠霧漫言軽
善戦馨奢篠匙奪寒雨
警察醤難壁た縢讐箋
にrシーあた残練貫’でいバ低速1覚るちつ者月ま一たスく家のの。はてを以た○。にな』運筆つの転々てこ手といとはでつだ　 は　　ヨ穿謙
れつな異よたんなり。てるも七）。も月わ三つのれ安と全わ門
トい多来そ○い収力る数’の○く容ゲこ線角程人つさのと員く度のかれし’すのの収のたつ当る法人容バ。ぽ局こ字数がスそののと功の可にごよ取がの法能はにう締で幹輪ですはにりき部功あで’切はるが修るに詰つまと摘練。ぎめてだい困者当つれも憶うさが時しば　　　　　、
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法輪功批判の宣伝：「無神論を堅持し，法輪功を批判しよう」
うとな中のに国は大のが彼な1身こよか南問富有’会よ深らのの近とりつ海題法企，以う刻はは運な票齢警蓬甥護惑乱讐鴛署幽幽
総き黙認蕎警言講婁鶴琴
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なたほり繰二　反離しの一用　満貫ちどのり日ま右れた人斉の法を在まだ子返かた派るか々に本輪漏だで。供しら’闘とらの提や功ら一も居た放ニメ争いと間出力修すとが輪ち映五デやういにしセ練人いテ功のし日イ文態つ行たッ者もつレと反てまア化度てき。トはいたビは騒いでに大を’渡彼テーたよのいをたはよ革製彼つら1九。うイつ買。ある命局らてがプ九なンさいゴら宣とにのい持’九当事い’1ゆ伝い鳩信るつビ年局ビ関逆ルる効つし仰こてデ七のユ係にデチ果た’心とい斜月公iな当ンヤの政自がをたテニ式にい局タン有治分な窺啓i三見答とにイネ争闘のくい蒙プ詳解え思対ムル性全身な知用’以どOわすもがにををつるの李降お法れる占通も経守たこ道洪’り写る喜々常驚験ろこと具志法に功小満し番かしうとがはの輪法はさがた組さてとをで半写功輪’な高こをれきし意き端真を功政子まと中たたて味るなな批を治供つに止。率いし。数ど温習的かたよし一年るなしでをし判ならとりて斉やだいかは近たし野争い”取老け。しなくりた心困う夏愛息人でと’くの’。を角革休磨りのあり彼”居隠しも酵母み功の知るあら法民しかつ’をがに馬鞭。えが輪委持して即言始関まで毛ず法功員つ’い数うますつあ沢’輪が会てあて民人つるたる東宝幽暗やいる’族もた報七。時輪をく診た人危のいば道導　代功批一位啓は険覧たかを二　のを判般に蒙
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たう　つの見法らのまて平目輪三社かた裁応・に功　治会一あかにそが　問のとるれはつ正題安共大る問てし　へ定置学べ題法い　のが党できが輪か　転損のはもあ功ど化な取’のるをうわ締法なと批か対北’れり輪の思判をす京るに功につし明る大一坪勘’てた確認学とし題幽い。に識でい疑に治る製すとはう念関が。らる態博取をす父無もこ度士締呈る入ら当と一軍りす座しは然がと程支る談て’保課題の画意会い法身せす学の見でる輪からる生意とミこ功られレに見一法とのでたポ対と法輪を問あ。1しが輪功問題るもト　’対功が題は。ちを一且がどと’しろ提九し労んし刑かん出九た働なて下し1学・さ九。者悪い事・’・生せ年　やいる件・多全た九　農こ。とく員。月民と
とを
結しびた
っと
いい
しのがそにて学当の一法生局際法律はの’輪に当公特功よ局式にに
えも関オれ私るな心ウだにのいのムけ一だこ裏返で法うと返し一輪うでしの般功。あで答のはるもえ人何。あは々のぞるこも危れ。の巻害な修政きもら練書込与ば者体まえ’で漁れて公は下てい式なでしな畏いのまい解人人う。にた々。党そちのおやつに処ま政たと世え府営つ術のが見てで国章表’あとが明法るはつを輪。違てし功そういた懐し一る‘ほ部て’とだ・
うの’言けが取そつだ無締れた・o曇り．は。中では政公国あ何治式でるのへ見はと関の解’考係無のぞ
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差○得てにばりあ法題功在いとは○しょ言か’る輪へ事とる上私ど○たうつり邪工功と無位。手はこ万がやたで道セを転は三共く　’に人’く。あで科マ化単づ霧鐘共維聾藤雛鍛堵糠蟻
かをは○党る一り主そ会こ輪さ法一獲た万は国方’　　　　　　　　義の贈れ功だ輪と得つ人七人的唯と結題にをつ功。したの十はに心は果かよ敵たに共た五箇年次批主正’らり頬と対産。年員かの判義反当政’す思し党こでをかよすで対局治法るつもはの三獲つうるあでは問輪捨てつ
余興を楽しみに集まった老人たち（福建省世尊市
干山老人活動センター）
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ン改’粛
党・
員開の放教政下策運の動実は施、　　　、
燕市落場療閣法済で化あのつ負
ての’産
老物入とやい失え覆る者。のぞ不の
た　析始医神増こ沢た減ら　ち李め話すめ療的加ろ東めつれ法が洪’託るた費なすを時でたる輪法燈直焼必との挙る求代もこ。功輪自棄修要い自分弱めのあとそ修功身輪練がう己ば業てよるかれ練にの功者あ経負か者’う　。らは者参思キのる済薫りが老にそ”が加想や増だ的がで法人漏れ寂健増し体ン揮うに増は輪が産がし斎えた系ぺはう切えな功法主気さ管ての’i　’。迫たいの輪義功を誓いか法　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」rした　教功のと紛のる　輪ため社えの理いらた要と儲蓄’会に教想うすめ因いと請薬保救えを共たでとうはにを旨いを信通めあし最いよ使改を信じ項にりてもつるわ革求仰るで’”重た修ずがめすご黒みま贈爵い練に進るると輪んだ人な何者病みケよが麗な老の背かも気’1うでにが人間景’多がさスにき結集がで分そい良らもななびま日気缶し。くに少つくつる常功をてこな薬なたない機的愛ほ一うるがく。つて会に好となしと値なさたいと集者んぜたい調いら現つしうがど何事うが。に在たて場増行万情法りし”の気所えわ人を輪すか昨新で功やてなと当摺るし今しあを機いかも局のな’のいる言寄るつ言は教どこ改心。用がこたわ心えにう革のましめと。れ細をよしによたてつが　るに量りたより’いきあ　人品じ’締りど譲るりげ　た
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が動い常主な。の　な党導ども業アはとはち務ク本
饗示蔀彊
。も四長　党一事おし中　主の諮りか国　導よ会’し共　とう議党’産　なな一が省党　る共が特庁の　が産一別内一　’党党なの党　個存グ七竃支　感応ル割際配　のに1をのの　政かプ果政下　策か会た策で　のわ議し決は　決る一て定’　定よといや党　やう並る執の　運な記わ行存　俗事さけは在　に件れで行は　関へ実は政依　しの露なの然　て対さいうと　は応れ。イし　行やるそンて　再思ケので重　の想iた三三　ラ政スめわで　イ治が’れあ　ン活多日てる　　　　　　o
5
中
国
共
産
党
の
相
対
化
囲大功安みし一をとての長いき出決うた現すあ根をるま源阻もりを止のに漏すでも下るは強しこない　’　　とい恐そは。怖のでつ感結きまか果なりらにい’’基。法当づ当輪謡い局功はてには冷希求取豊玉めりなすら締判るれま断べてるがきいア　　　　ででるときあのが静鷺碧携竃
。’ ｪ一　中景第　南練二　海者の　取を法　り半輪
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間　　改研多と情け革す月信降　　　　　　　　　’るに通違情 革ワく大報で　　　　’私い報　をiのき産は電）中正日はな産 例ル即く業な気葉国事本迷い業　にド係か高い通が電業正月
つは産　業ジ’とのだ含声漏電以
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表13　信息産業部党グループの構成（1999年）
党グループ 行政機関
書　　　記 呉基傳
副　書　記 呂新旧
メンバー 曲維枝
婁勤倹
部　　長
尓白ｷ
尓白ｷ
尓白ｷ
尓白ｷ
?央規律委員会駐部規律検査グループ長
痩ﾆ郵政局局長
周徳強
常延廷
劉立清
（出所）各種報道より筆者作成。
竪．
層、一味こ
がであ去るグだルろ1うプ
。の
一構豊成
にメ省ン庁バの1党にグつ
ルい1てプ検は討’す
重る長こ
’と
いのた中天面影の要あ共事て。行の国のの響がでつ典例い　政だ電温存し見あた党をるのろ信織在てえつ。の通か会うのとはいてた中役じら議か聾しほるこ。国書てでで。革てとがなし電は’あ決筆案一ん’かか信重私る葉者が党ど少つしの要が。がが作グ皆なた’改だ指し下調成ル無く　。そ革といかさべさiでともの案言たしれたれプあもち策のえ疑’’範る一つ筆ろ定免る間中三囲過がた者ん過定のは国グで程存。が二二にだ一二ルはに在情調者ではろあ信1　’どし報べの共’うらのプ部のて産た能産国かゆ改は長よい業範力党務一る革関論うる部囲不の院と場と与務にがに内足役のい面いし会か’もでが割認うにうて議かそ’は多と可こお一いなわれ共共細いがといっなどつが早産にう必でての　　　　　　　　　　、
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二　ろのがる議　人メはのでル副つそ部メで。でこ物ン筆党あ1部にれ長ンきこあごでバ頭グるプ長分で事バるのるであi副ル部長とけは務iかこ部中ると部i長かい魯総評縁羅鐘：灘ξ醗
」灘難君影え疑縫贅
野蒜唇ど篠灘甘藍擦磧郵脇誓弾駐髪上蟻
のいあグに承最’。。省な焦党星行つるル見馬丁も使たとiた権にちでいいプとを党ろあ何うのおもグんるをこ最りつル’。すと終’て1改局るも承部いプ革長の言認承るで案以かえは事ののを上。る形務だ承部の党の節会か認内人グで的議らをで事ルはなの重事決任1なも出銭要定免プいの席だとす権のだで者一するは役ろあととる際党割うつ党い可’中はかてグう能行央大。’ル言性政赴き　むiいはの織く　しプ方あ会
そ庁る峡グ差
しのの当ル規て中か然i律党で。党プ検グはそグの査ル’れルト委1行に1ッ員プ政はププ会のの墨書でかト主長記あらツ要がのる派プ幹なほ書遣と挙るう言己さ行と。でとれ政党そあ行てのグしる暑い
一成にそプグ
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国　　　　威うそあ　は指党ル部家情　定最　をうれま部’導グiが経書　に高高かはりに党でルプ握思潮　おレ　め。’重おグあi内つ
斜壁　の回す政ををル率ぼ留男’’し　役策　ぎ策正員！先’認が処財た　三一　な決当たプし法を存長政中　　　い定化しにて輪す在以部国の組こ。過すてつ進旧るし下な電役織れど信割のまマのに話でク改つだのロ黒いが話経案て’は済は触次’統’れに中興国て異国に務おな電関院こる笹垣にう省のす提。庁改る出省さ誉れか’ら国コ家メ発ン展ト計が導出委さ垂れ会’や
墨壷
のに利お粗け、
回る整情の報三三三業に部お内け回
るの党党
集るいいめのだなのでたなてて問けい人はめい一い題な重事’に。つるやの上任党’その。一か’免グ掛れ仮ル内で説1にはをプ党’提がグ党示最ルグす終1ルれ承プ1ば認をプ’善導の業を置再再もし在上って理のこい由政とるは策でだ何決’けな定共でのの産はだ場党なろ面のいうで権だかは　　o　　、
三も実権早し際は一れに部教なはの育い行党に。政グ関ものルしう人1て一事プ’つ部が党の門握内役がつで割ほて指はとい導’んるを思ど。展想決し同語めかす曾てしる工お’場作り党合の’グ
224
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策9　　　聞担割のす　た情いのぞ決新中　の当をはるも際報い治れ定　し国　利の果早こちに産。議ら過　い政重重た計とろも業中はは程　一治関要しだはん’極言’国に　つに　係部たろ容’結に電関務お　の対が署とう易国局草平二院い　回す調のい。で務の案の省のて　回る　整認うしは院との改庁中’　　　さ可こかなのこ書革ので党なし以れをとしい認ろき案代と以役’上て必が’Q粛党直を表り外割このお要言中そとのしめがまにをこ下りとえ国のい存がぐ出とも果での’しる電たう詔命つ席め重た二見党た。読め最がじてしら要さ摘意中と仮の一高まらはてれななしは央しに改まレつれ’いよ置いた’のてO革つべた’四る総割番い党関も論法たルく四回こ理を合この連’央のくの出回にと事果もと重部国財策党派て目わか務たあは要署務二審が策こにたら会する’性の院指過重決なより　’議アの第を関で導程御定かう総利一クで一曹与十グで力でつや理害とタはに定は分ルはをあたく気怠いiな汗し形審i’行る。批務整うがい策て式議プ党使た出かのい労し一よしめてと内るな尽とりて’きい容わもくいもいそてうにけのさつ国なのいこよでだれた務い撮るとつはつ’党院一帯こ’てなたす中がとをと第三いとで央重言明だ二が。言にの要いらQに重しえ富鉱なきか政政要かる営農得るに　　　　o
准会のとさ年鑑これの弄うた議なで。議場’こにの審の上一議過がっさ量りとれを’考た調三え。べ調てこ
225
、
維に適表　が面彼で　わ利す　’策小振さか共執もらに改な曲る一決すりなと諸政あが豆蒔いの可党定る潔いい主党る共べ・政調能支がこさ。つ義と。産た開策整性器多とれそたかし私党と放をがは体元をるうイそて営にお’煮干な制化目指しデれの企量り市施しい下し的因たオと地業抗で場すく　。でてとに見ロも位請すあ経るなぞはいしな方重々を細るる済現つれ’る’つが1本亡者新。化状てに中と主て’の起るらしそににおも言いにい結二義たのいれよおりか共う与る局項かめ入政はつい’か産こ治。は対．’の党無党ててまわ党と機中中立脂玉は勢と発’たらはが能国国の働実’力し生私一ず選でを共政導者的イにてした党’惹き遂産治で・なデな優たち支利のる行書を中農対昇る秀新は配害洗。すの分国民応ロこなし中体の諮る現析共階のギと黒い国制多を醜状す産級一1を下階共の元受織はる党のつの警を難産崩化け化一上を代と昔造確を党壊がるさ選で位表見点し保党をの進これ挙’置かるか持すにど悼みとたを中づそこらいる吸う機畠な集三国けれとも込と収見感共く団じ研よとも説んいすれに産’＝て善うもで明でうるば襲党謹聴曇空蕊藩儒ll綿髪
　　　　　　産う方はかりで下五得殊ものし・言う代　党側です。構は野
226
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析党でしとあ’ある
中ま政国り党政変’治わ日をり本となのらい論え。由て中心い国主く電卓必産や食逸アがをメあ相リる対置の化のでし共は’和な多党い元やだ選民うな主う角党か度と。かい
　らっ　一た　つ西　ひ側　と民　っ主　の主　意義　家国　をの　分政
、
